




魚に含まれる n-3 系多価不飽和脂肪酸は，動物実験 1）




り，国民健康・栄養調査 5, 6）によると，1 人 1 日あたり
の魚介類摂取量は，平成 13 年では，成人 94.0g，7 ～ 14
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アンケート調査を行った。介入校において，「家庭で週 3 回以上魚を摂取する」が，事前 20.9％か
ら事後 32.8％（p＝0.001）に，「魚が好き」は，47.6％から 62.8％（p＝0.030）に，「魚摂取が健康と
関係あるととても思う」は，55.2％から 79.5％（p < 0.001）に，いずれも有意に上昇した。対照校
ではすべての項目において有意な差はみられなかった。以上より，「探検ノート」を活用した小学
生に対する魚食教育の有用性が示された。




















京都市立の小学校 2 校に通う 5 年生 227 名（A 小学













A 小学校においては，食教育実施前である 2012 年 9 月
と食教育実施後の 2013 年 3 月に，B 小学校においては
2012 年 5 月とその 6 ヶ月後の 2012 年 11 月に，担任ま
たは栄養教諭が授業時間内に集合法で実施した。
3．食教育の方法
介入校では「探検ノート」を児童 1 人に 1 冊配布し，
社会科，家庭科および総合学習の時間等を利用した魚食





事前アンケートは介入校 126 名（回収率 96.2％），対
照校 95 名（99.0％）から，事後アンケートは介入校 
122 名（93.1％），対照校 91 名（94.8％）から回答を得た。
記入漏れのあった項目のみ欠損値とし，介入校と対照校
の食教育実施前後の回答割合の比較を行った。回答が分
類 尺 度 の 項 目 は χ 2 検 定 を， 順 序 尺 度 の 項 目 は
Mann-Whitney の U 検定を解析に用いた。
全データの解析には，統計ソフト IBM SPSS Statis-
tics 19（東京）を用い，有意水準は 5％とした。なお，





























































家庭における魚摂取頻度 ほぼ毎日 4.8 9.8 0.002（2 3.2 3.3 0.15（2 0.41（2 0.041（2
週 3 ～ 5 回 16.1 23.0 14.9 14.3
週 1 ～ 2 回 41.1 47.5 37.2 46.2
月 2 ～ 3 回 21.8 13.1 29.8 29.7
月 1 回 11.3 2.5 10.6 1.1
ほとんど食べない 4.8 4.1 4.3 5.5
魚の好き嫌い とても好き 23.0 27.3 0.030（1 23.2 22.0 0.64（1 0.13（1 0.047（1
好き 24.6 35.5 30.5 25.3
ふつう 36.5 29.8 28.4 35.2
苦手 11.1 2.5 6.3 8.8
とても苦手 4.8 5.0 11.6 8.8
好きな魚の調理法（複数回答） さしみ 81.0 86.8 0.21（2 78.9 84.6 0.32（2 0.49（2 0.80（2
焼き魚 47.6 57.9 0.11（2 40.0 50.5 0.15（2 0.001（2 0.058（2
ムニエル 33.3 43.8 0.091（2 31.6 38.5 0.33（2 0.077（2 0.67（2
天ぷら・フライ 58.7 69.4 0.080（2 51.6 67.0 0.032（2 0.47（2 0.86（2
煮魚 23.8 27.3 0.53（2 20.0 25.3 0.39（2 0.044（2 0.91（2
ひもの 28.6 35.5 0.24（2 26.3 30.8 0.50（2 0.79（2 0.76（2
ない 4.8 0.8 0.062（2 7.4 2.2 0.10（2 0.30（2 0.68（2
苦手な魚の調理法（複数回答）さしみ 11.1 9.9 0.76（2 9.6 6.7 0.47（2 0.91（2 0.64（2
焼き魚 23.0 22.3 0.90（2 27.7 26.7 0.88（2 0.032（2 0.012（2
ムニエル 19.0 19.0 0.99（2 27.7 21.1 0.30（2 0.24（2 0.91（2
天ぷら・フライ 18.3 10.7 0.094（2 20.2 14.4 0.30（2 0.91（2 0.65（2
煮魚 34.9 40.5 0.37（2 43.6 45.6 0.79（2 0.34（2 0.053（2
ひもの 34.1 31.4 0.65（2 40.4 38.9 0.83（2 0.40（2 0.091（2
ない 34.9 28.9 0.31（2 29.8 28.9 0.89（2 0.64（2 0.25（2
魚が苦手な理由（複数回答）味が苦手 61.3 53.5 0.31（2 44.8 60.3 0.078（2 0.047（2 0.68（2
においが苦手 26.3 23.3 0.66（2 26.9 31.7 0.54（2 0.96（2 0.29（2
見た目が苦手 15.0 17.4 0.67（2 22.4 25.4 0.69（2 0.41（2 0.26（2
骨をとるのが
大変 51.2 46.5 0.54
（2 68.7 47.6 0.015（2 < 0.001（2 0.051（2
あまりたべた
ことがない 18.8 9.3 0.078
（2 13.4 15.9 0.69（2 0.40（2 0.040（2
魚摂取が健康と関係あると
思うか
とても思う 55.2 79.5 < 0.001（1 73.7 79.1 0.49（1 0.027（1 0.002（1
少し思う 40.8 16.4 22.1 13.2
あまり思わない 3.2 3.3 2.1 5.5




と思う 11.2 11.5 0.068
（1 11.6 15.4 0.48（1 0.57（1 0.67（1
まぁできると
思う 41.6 52.5 43.2 42.9
あまりできな
いと思う 29.6 27.9 27.4 26.4
まったくでき
ないと思う 17.6 8.2 17.9 15.4
魚を調理する意欲 とても思う 20.8 28.7 0.082（1 21.1 20.9 0.59（1 0.002（1 0.015（1
少し思う 23.2 31.1 23.2 20.9
あまり思わない 40.0 22.1 27.4 24.2
まったく思わない 16.0 18.0 28.4 34.1
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